
新年あけましておめでとうございます。新年あけましておめでとうございます。

　大分県労福協は、労働者福祉に関わる2025年度大分県
予算編成に向けた要請行動を11月15日（金）、大分県庁
本館・71会議室において大分県労福協四役を中心に行い
ました。大分県労福協石本理事長が要請書を大分県商工
観光労働部利光部長に手渡し、麻生専務理事より大分県
労福協関連および福祉事業団体からの項目（SDGsの達
成と協同組合の促進・支援、福祉の充実強化、防災・減
災対策の強化、格差の是正、消費者政策の充実強化、社
会保障の構築、協同事業団体の育成・助成等、教育費負
担軽減・奨学金問題改善など35点）の要請趣旨説明の後、利光商工観光労働部長より要請書に関する口頭
回答の後、意見交換を行い、12月16日（月）までに文書による回答を求めました。

2025年度大分県当初予算に関わる要請書提出

明けましておめでとうございます。会員ならびに
ご家族の皆様におかれましては、明るい新春をお迎
えのことと、お慶び申し上げます。また、旧年にお
ける公益福祉事業をはじめとした様々な取り組みへ
のご理解とご協力に心より感謝申し上げます
さて、国連が定める「国際年」をご存じでしょう
か。国連は1957年を「国際地球観測年」と定めて以
降、毎年何らかの国際年を設けており、世界共通の
重要テーマについて、１年間を通じて呼びかけや対
策を行うよう取り組んでいます。
こうした中で、国連は、2025年を「国際協同組合
年」（IYC＝International Year of Co-operatives）とす
ることを宣言し、「IYC2025」が設定されました。
国連として、「IYC2025」を通じて、①持続可能
な開発目標（SDGs）の実現に向けた協同組合の

実践、社会や経済の発展への協同組合の貢献に対す
る認知を高める。②協同組合の発展を支援し、協同
組合を振興する。等の取り組みを講じるよう各国政
府や関係機関に要請しており、日本においても
「IYC2025全国実行委員会」が設置され、中央労福
協の芳野友子理事長が委員として名を連ねていま
す。
日本国内の協同組合として事業・活動をさらに発
展させ、認知度を高めていく絶好の機会と捉え、政
府や関係者の方々と協力しながら、この機会を活か
していくとしています。
まさに、「IYC2025」は、協同組合のことを広く
知っていただき、共感や信頼につなげ、協同組合の
事業を利用する方、活動に参加する方、そして働く
方を広げる大きなチャンスと捉えることができま
す。大分県労福協としても構成団体・組織と連携し
積極的に発信していきたいと考えています。
私たち大分県労福協は、引き続き会員皆様と緊密
な連帯のもと相互の協力と協同による活動を進め、
各地区労福協とともに、地域や職場における「顔の
見える運動」を進めて参ります。今年も共に頑張り
ましょう。

一般社団法人
大分県労働者福祉協議会

理事長　石本　健二

2025年
年頭のあいさつ
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大分県労福協ホームページ
http://oita.rofuku.net/

大分地区ライフサポ－トセンター
（大分・由布エリア）

☎097-538-3155（平日9時～5時）

一人で悩まない、あきらめない、まずは相談を！労働相談 生活相談 法律相談 福祉・医療相談 消費生活相談

別速杵国東地区ライフサポ－トセンター
（別府・杵築・国東・日出・姫島エリア）

☎0977-26-3155（平日9時～5時）

県ライフサポ－トセンター
（県北・県南・豊肥・久大エリア）

☎097-538-3211（平日9時～5時）



労 福 協 　 ☎097-533-1106

　読者からの声　読者からの声 この他にもご意見ご感想をいただいています
が、紙面の都合で割愛させていただきます。

毎月多くの読者の皆さまからご意見・ご感想をいただいておりま
すのでご紹介します。今後も多くの読者の声をお聞かせくださ
い。楽しみにお待ちしております。　　　　　　　　　　編集部
●職場の回覧で毎号楽しく読んでいます。このほど、妻が総合
生協を利用して職員旅行に行きました。至れり尽せりで大満
足の旅だったようです。
●QRコードで応募可能になって便利になりました！
●労福協の活動がよく分かります。県議との懇談会お疲れ様で
した。

◎『福祉ひろば』へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

○137
簡単な問題ですのでふるってご応募ください。
労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ
❶湿度が何％以下になるとウイルス飛沫の水分が
　蒸発して咳やくしゃみで飛散しやすくなるでしょう
　①60％ ②40％ ③20％
❷合祀のお墓は次のうちどのお墓でしょう！
　①規格墓 ②自由墓 ③芝生墓 ④樹木墓 ⑤花のお墓
　⑥納骨堂 ⑦永代供養墓 ⑧なごみ　　さあ～どれ？

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　　　　　　　　　　　　　　　  ソレイユ6F
一般社団法人 大分県労働者福祉協議会編集委員会
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ハガキおよびQRコードに、①・②の答えを書き、住所、
氏名、職場名を明記して下記までご応募ください。
応募締切：2025年1月31日（金）（応募締切日必着）
正解者の中から抽選で10名の方にクオカードを
お送りします。
当選者発表は、3月1日発行181号紙面にて。
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　11月2日（土）10時00分からソレイユにおいて、2024年
度文化講演会を開催しました。講演に先立ち主催者を代表し
て石本健二理事長があいさつ、続いて公演に入りました。
　講師に安武信吾氏（映像作家）をお招きして〖妻が家族に
遺してくれたもの〗と題してご講演をいただきました。講演
では、家族の日常を振り返りながら、妻がみそ汁作りを通じ
て伝えようとしたこと、娘を台所に立たせるきっかけとなっ
た香川県発祥の食育活動などが紹介されました。講演後、安
武信吾氏と清水健氏(フリーアナウンサー)による対談形式で
「大切な人を亡くした後、残された家族はどう生きていくの
か」共通点の多い2人が、命と向き合いながら、人間普遍的
なテーマで語り合いました。

　県労福協会員団体・一般参加者含め108名の参加をいただき成功裡の内に終えることができました。

2024年度文化講演会　報告

　大分地区労働者福祉協議会は、11月16日（土）10時
00分からソレイユ7階「カトレア」にて、2024年度地
区勤労者福祉研修会を開催し、女子プロボクサーの菊
池真琴氏をお迎えして、「諦めないこと、壁を乗り越
えること、挑戦することの大切さ」をテーマに、ご講
演をいただきました。
　中学生時代からの剣道での挫折を乗り越えたこと
や、友人を亡くした悲しみ、そして何より、家族や周
囲の人たちに支えられてきたことへの感謝など、時に
は涙しながら思いを語っていただき、参加者も目頭が
熱くなるお話でした。講演会のなかで、菊池真琴氏が参加者に対して語りかけた「明日の自分を好きになれ
るために、今日を生きる」という言葉がとても印象的でした。菊池真琴氏は、来年、世界戦に挑戦されるそ
うです。ご健闘を心より祈念したい。そう思わせる魅力的な講師でした。(参加者155名)

2024年度地区勤労者福祉研修会　報告
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大分市稙田地区にて赤ちゃんから高齢者まで誰もが来れる『みんなの居場所ワクワクピース』として
地域食堂ワクワクピ－ス・フードバンクわさだ・ひとり親交流会・わくわく学童保育・わくわくフリー
スクール大分・わくわく学習支援塾・わくわく図書室を運営しています。地域食堂ワクワクピ－スは、
第１金曜日・第３日曜日に開催し、テイクアウトの弁当を準備し、リサイクル衣料の無償配布などをし
ています。夏休み等の小中学校の給食がない時期は平日毎日わくわく給食を提供しています。
ひとり親交流会は、お子様の誕生日月にみんなで誕生日会をしたり、おしゃべりしながら参加者同士
の交流をし、食材や生活用品などの無償配布もしています。
フードバンクわさだは、家庭の余剰品や企業のサンプル品・余剰品を集め、支援が必要なひとり親家
庭の方や生活困窮世帯の方に無償で配布しています。
わくわく学童保育・わくわくフリースクール大分・わくわく学習支援塾・わくわく図書室では、さま
ざまなこどもたちの安心安全な居場所として校区問わず多くのこどもたちが利用しています。
活動の支援もみなさまにお願いしています。ボランティアも募集しています。
家庭や企業での余剰品を寄付してください。寄付金も募集
しています。こどもたちにお腹いっぱい食べさせるための食
材の購入費とさせていただきます。
振 込 先：大分銀行　本店営業部
　　　　　普通６９３７０８６
　　　　　ＮＰＯ法人子育て応援ワクワクピース
　　　　　理事　漆間文代
活動拠点：大分市大字木上４３１－７
　　　　　みんなの居場所ワクワクピース
電　　話：070-1989-2584
Ｈ　　Ｐ：https://wakuwakupeace.net

こくみん共済 coop 大分推進本部　活動のご紹介

①「2023年こくみん共済 coop 地域貢献助成団体取り組みのご紹介」

2024年10月19日（土）に、子どもの健全育成を目的とし
た社会貢献活動として、ＴＯＳテレビ大分が実施するイベ
ント「ＴＯＳはじめてばこフェス」で「絵本の読み聞かせ
会」を実施しました。
当日は500組を超えるお子さま連れの多くのご家族がお
越しになり、盛大に開催されました。また、ピットくんの
着ぐるみもお子さまに好評でした。
こくみん共済coopでは、未来ある子どもたちの健全育成
を目的とした社会貢献活動に取り組んでまいります。

②「絵本読み聞かせ会」開催報告

第 180 号 2025年１月１日　(3)こくみん共済 coop＜全労済＞大分推進本部 ☎097-548-6131

こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページ　https://www.zenrosai.coop



２．住宅事業部の活動内容
❶分譲部門
　中津市「上如水分譲地」にモデ
ルハウスがオープンしました。 
　見学ご希望の方は、電話・予
約フォームよりお気軽にお問い合
わせください。他に大分市「荏隈
分譲地」2区画を分譲中です。

❷リフォーム部門
　水廻りやクロス貼替、屋根・外壁の
外部塗装など様々なリフォームを扱っ
ています。
　お客様のご要望にあったリフォーム
プランをご提案させていただきますの
で、お気軽にお問い合わせください。

❸管理部門
【中央P時間貸し】  
8時から18時まで40分100円（日中最大800円）
18時から8時まで60分100円（夜間最大500円）
【プリペイドカード】
割安なプリペイドカードもあります。
10,000円券を8,000円、5,000円券を4,500円で好評販売中。

１．旅行センターの活動内容
 総合生協　宿泊プラン 「レゾネイトクラブくじゅう」

■設定期間■設定期間

＜　特定日:　2024/12/27(金)～2025/1/5(日)は　お一人様　￥4,000増し　＞＜　特定日:　2024/12/27(金)～2025/1/5(日)は　お一人様　￥4,000増し　＞

2024年10月1日～2025年3月31日

写真はイメージです※メニューは季節で変わることがあります

〈2024/10/1～〉SOGOSEIKYO NEWS大分県総合生協組合員様企画

【2024年下期】 大分県総合生協　宿泊プラン

★お得なポイント★
1．60分貸切湯無料！(当日フロントで受付）内湯・露天付き※通常￥2,000
2．1部屋2名様も同料金！（1名1室追加要）
3．『F：フライデープラン』（金曜日限定/特定日除く）￥12,800-
Sプランの内容を特別価格にてご案内！

IN　15：00
OUT11：00 プラン ご宿泊料金(お一人様)

F 12,800円
休前日お一人様￥1,000追加・1名1室利用時￥4,500追加
※別途特定日（下記記載）はお一人様￥4,000追加

洋食：清水コース
和食：鳴子膳

S 14,800円 洋食：清水コース
和食：鳴子膳

A 16,800円 洋食：稲星コース
和食：沢水膳

（おおいた和牛の赤ワイン煮込み/6品のコース料理）
（季節の和食コース料理約11品）

（おまかせ洋食コース/5品のコース料理）
（おまかせ和食コース/料理約11品）

B 18,800円 洋食：メテオコース
和食：和心膳

（おおいた和牛もも肉のロティスリー/6品のコース料理）
（季節の和食コース料理約11品）

C 20,800円 洋食：久住フィレコース
和食：朽網膳

（おおいた和牛ヒレ肉のロティスリー/6品のコース料理）
（季節の和食コース料理約12品）

7,800円 洋食：ハンバーグ、又はオムライス
和食：お子様膳（和食のお子様料理）

（3歳～
12歳）
小学生
まで 8,800円 洋食：おおいた和牛のステーキ

和食：若草膳（和食のお子様懐石）

大 人

子 供
※特定日　2024/12/27（金)～2025/1/5(日)　は　お一人様 4,000円追加
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総合生協　【住宅事業部】☎097-574-5518  【旅行センター】☎097-548-5515

総合生協ホームページ　　http://www.sogoseikyo.jp
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2025年、明けまして、おめでとうございます。
新年を迎えるにあたって、連帯と協同組合間連携
を推進する立場から、一言ご挨拶申し上げます。
大分県生協連に加盟している会員生協では、
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可
能な開発目標（ＳＧＤｓ）」で掲げられた“誰ひ
とり取り残さない、誰もが安心してくらし続けら
れる地域社会の実現」に向けて、全国の生協と一
緒に「コープＳＤＧｓ行動宣言」を特別決議し、
「持続可能な都市」「つくる責任、つかう責任」
「健康・福祉」「貧困をなくそう」「平和」「エ
ネルギー・気候変動」「ジェンダー（平等）」の
７つの目標に取り組んでいます。

2022年2月に始められたロシアによるウクライ
ナへの侵略戦争は長期に及び、ガソリン・食料・
エネルギー等の高騰を引き起こし、日本を含む全
世界に大きな影響を及ぼしています。
また、地球温暖化に伴う気候変動が大きく影響
し、台風の規模も頻度も増え続け、地震や津波な
どと併せ、大規模な災害は毎年のように発生して
います。特に、昨年元旦に発生した「能登半島地
震」は大きな被害をもたらし、今なお復旧は道半
ばとなっています。大分県生協連では、大分県と
「大規模災害時における応急支援物資の調達に関
する協定」を締結し、災害時の復旧支援、復興支
援活動にも参加しています。県行政とは、平時か
らの関係を強化し、災害時に役立つ関係性を構築
していきたいと考えています。
最後に、大分県生協連と最大の友好関係である
大分県労働者福祉協議会とは、これまで以上の関
係を築き、大分県民のみなさんから、高い支持と
厚い信頼が得られる団体になりたいと願っていま
す。今年も一年、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

大分県生活協同組合連合会
会長理事  青木　博範

新年のご挨拶

第２９回大分県生協大会（役職員研修会）を開催第２９回大分県生協大会（役職員研修会）を開催
　2024年11月20日(水)に大分市ソレイユで開催し、12会員生協から46名(理事・監事含む)が参加しました。
　青木博範会長理事より主催者あいさつの後、今回は３名の方から講演をいただきました。
　【講演１】「大分県議会の活動と県生協連との連携」　
　　　講師　玉田輝義　大分県議会議員　　
　　　要旨　1．大分県議会の概要　定数43名　定例会年４回（３月、６月、９月、12月）　常任委員会６
　　　　　　2．県生協連との連携　毎年９月定例会中に県生協連と各会派議員が懇談会を開催、
　　　　　　　　　　　　　　　　  今年で32回目
　　　　　　　　　　　　　　　　  県生協連や各生協の活動報告の後、意見交換、終了後に懇親会を開催。
　【講演２】「大分県アイネスと生協との連携」　
　　　講師　木内直道　大分県消費生活・男女共同参画プラザ所長
　　　要旨　1．アイネス（消費生活班）の業務
　　　　　　　　消費者教育・啓発の推進、消費生活相談、安全・安心まちづくりの推進
　　　　　　2．アイネスと生協の連携
　　　　　　　　①ライフステージごとの啓発リーフ10万枚の配布を県生協連へ委託
　　　　　　　　②県との包括連携協定（県生協連と災害時の協定、生協コープおおいたと包括連携協定）
　　　　　　　　③県消費生活審議会への参画、県消費者団体連絡協議会との連携
　【講演３】「県消費者問題ネットワーク、カスタマーハラスメント、相続法の改定」
　　　講師　亀井正照　弁護士（県消費者問題ネットワーク副理事長）
　　　要旨　1．県消費者問題ネットワークと県生協連との連携
　　　　　　　　県生協連が年会費150万円拠出し、青木会長理事が副理事長、河原専務が理事、吉田理事が監事
　　　　　　2．カスタマーハラスメント
　　　　　　　　近年増加傾向、厚労省の「カスタマーハラスメント企業対策マニュアル」を活用
　　　　　　　　組織的な対応や相談窓口等対策が必要
　　　　　　3．相続法の改定
　　　　　　　　プラス財産・マイナス財産、相続承認・放棄、遺言書の有無
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明けましておめでとうございます。
会員の皆様には謹んで新春のお慶びを申し上げま
すとともに、旧年中に賜りました大分県勤労者医療
生協へのご支援に対し深く感謝申し上げます。
さて、昨年2024年は能登半島地震で始まり、夏の
異常な暑さ、9月には能登半島にて記録的な豪雨が
ありそして11月になっても続く台風の接近など異常
気象の多大なる影響を目の当たりにする1年だった
と言えます。世界情勢では丸2年が経過しても終わ
りの見えないロシアによるウクライナへの全面侵
攻、さらには2023年10月にイスラム組織ハマスがイ
スラエルを襲撃し、イスラエルが報復攻撃を開始し
て以降も続く中東戦争など、一部の人間が作り出す
強大な権力による人類崩壊への道筋を感じる年でも
あったのではないでしょうか。
新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づ
けが「2類相当」から「5類」に移行され間もなく2
年となりますが、大分県勤労者医療生協は、会員皆
様や地域の皆様のいのちと健康を守るため大分協和
病院、佐伯診療所それぞれにおいて、発熱外来患者
の対応、ＰＣＲ検査、新型コロナウイルスワクチン
接種に積極的に取り組んできました。今後も安心と
信頼できる医療の提供を行っていくこととします。
2025年は団塊の世代が75歳以上の後期高齢者とな
り、医療や介護の需要が増加します。内閣府「令和
4年版高齢社会白書」によると、2025年の高齢者人
口は、65～74歳の前期高齢者が1,497万人、75歳以
上の後期高齢者が22,180万人になるとされていま
す。国民の約3人に1人が65歳以上になると推測され
ています。今後は医療の需要の高まりが予想されま
すが、医師や看護師をはじめとする医療スタッフの
不足や厳しい経営状況の中、病院数が減少していく
ことも予想されています。
そういった情勢ではありますが、大分県勤労者医
療生協は引き続き「働く者の命と健康を守るととも
に、通常の医療が充分いきとどかないといわれる労
災職業病や難病患者を守る砦になる」という理念の
もと、さらに協同の輪を広げ、発展に努力してまい
ります。
皆様には2025年も変わらぬご指導、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げますとともに、会員そして
ご家族皆様にとってよき一年となりますよう心より
祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

～平和と暮らし、いのちと健康を守ろう～

インフルエンザやノロウイルスなど、毎年冬に
なると流行しやすい感染症があります。
冬に感染症が流行しやすい理由は、まず気温と
湿度が考えられます。低温・低湿度を好むウイル
スにとって、寒く、空気が乾燥する冬は最適な環
境です。湿度が 40％以下になるとウイルス飛沫の
水分が蒸発して軽くなるため、咳やくしゃみで飛
散したウイルスが地面に落下する速度も遅くな
り、約 30分間空気中を漂います。
一方で、冬は寒さのため人の免疫力が低下しま
す。また、外気の乾燥に加えて、夏場ほど積極的
に水分をとらなくなるため、体内の水分量も少な
くなりがちです。結果、体内外の乾燥によって、
本来は粘液でウイルスの侵入を防いでいる鼻やの
どの粘膜が傷みやすくなり、ウイルス感染を起こ
しやすくなります。
基本的な感染対策として、

などがあります。また、インフルエンザウイル
スが体内に入ったからといって必ずしもインフル
エンザに感染するわけではありません。インフル
エンザに感染するかどうかは、免疫力によっても
左右されます。
規則正しい生活（バランスの取れた食事に十分
な睡眠。適度な運動）をおくって免疫力を高める。
これが最も効果的で、最も難しい感染対策かもし
れませんね。

新年のご挨拶
大分県勤労者医療生活協同組合

理事長  山　本　　真
ほか役職員一同

みんなで予防～感染症対策

手洗い せきエチケット

うがい 換気・湿度管理
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　あけましておめでとうございます。会員の皆様には健やかに新年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。本年もよろしくお願いいたします。

　さて、私たち九州労金大分県本部は、本年度も引き続き「生活設計」「生活改善」「生活
防衛」の三本の柱を掲げて「しあわせ創造運動」に取り組みます。
　そして、「ためる」「かりる」「運用する・そなえる」ための商品を携え、一人ひとりの
会員の皆さんとの面談活動を通して、オンリーワンの提案活動を力強く進めていきます。
　そのために第８期中期経営計画（2024年度～2026年度）において、「エンゲージメント強
化宣言」を確認し、以下のことを念頭に置いて行動することとしました。

　私たち労金役職員は、日々の業務を通して「社会を見る目」を磨き、「成り得る最高の自
分になる」ために、常に「時々の初心に帰る」ことを忘れず、「会員のためにもっとできる
ことはないか。」という誠実な探求心を持って職務を進めていきます。
　そして、私たちの取り組みが、会員であるその人にとって光り輝くものとなるよう、その
役割を果たしていきます。2025年も会員組織並びに組合員とその家族の皆様とともに歩むこ
とを約束申し上げて、年頭のご挨拶とします。

九州労働金庫　大分県本部

本部長　佐藤　寛人

新年のご挨拶

【スローガン】

　つながる　あした、ひろがる　みらい

○会員・お客さま・地域との「絆」につながる「ろうきんらしさ」を追い求め続けます。

　福祉金融機関として、「目先の損得や効率性」よりも「お客さまへの安心」を優先させ
てコミュニケーションや意思決定をし、金融商品・サービスだけでなく、「安心」につな
がる情報や体験を提供します。

◆会員・お客さま・地域とのエンゲージメントを高める行動
　○会員・お客さま・地域との関係を強め、その関係が新たな「絆」を紡いでいく運動と
　　事業を進めます。

　会員・お客さま・地域とろうきんの関係がイメージできる「信頼・身近・共感・同志・
つなげる」等の言葉を「絆」に包含し、目の前にいる会員・お客さま・地域住民の方一人
ひとりと本音で話せる深い関係になります。
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